
　私が小学校3年生の頃、某ファーストフー

ド店で注文をしようとしていた時のことです。

カウンターのメニューを見て、ふと顔を上げる

と、目の前には高校生ぐらいの女の人がいま

した。見渡してみると、他のレジの前にいる

人も、後ろでポテトを揚げている人も、みん

な学生の人たちでした。私はこのことにひど

く驚きました。

　私が幼少時代シンガポールに住んでいた

時のことです。その頃もよく某ファーストフ

ード店に足を運んでいました。同じようにカ

ウンターで注文をしようと店員さんを呼ぶと、

出てきたのはおばあさんでした。これとこれ

が欲しいと言うと「OK」と笑顔で応対してく

れました。テーブルの上の私が食べ終えた後

のトレーを片付けてくれたのも、おじいさんで

した。

　家の近くのガソリンスタンドで車にガソリ

ンを入れようとしたところ、「HELLO～」と

言いながらおじいさんが車の窓をきれいに拭

いてくれました。その人は歯がところどころか

けた元気なおじいさんでした。

　シンガポールの飲食店のどこを覗いても必

ず一人はおじいさん、おばあさんの店員がい

て、逆に学生らしき人はほとんど見かけなか

ったのです。

　日本はどうでしょうか?　見渡してみると、

おじいさん、おばあさん集まれ !

帝塚山高等学校1年

千島 奈々 ちしま なな

居住していたシンガポールと日本の社会を比較して、
説得力ある論旨を展開。高齢者のパワーを社会に活
かすという発想が、審査委員の心をつかみました。
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飲食店の窓にはこんなチラシが張ってありま

す。「アルバイト募集!　高校生は時給900

円～」。チラシに「高校生」の文字が躍って

いる状況ですから、レジカウンターにおばあ

さんの姿は一人もありません。むしろ学生が

圧倒的多数です。

　日本に帰って来た時、私は驚きました。ア

ルバイトで働いている方の年齢層がぐっと低

くなったからです。私はその時何か違和感を

感じました。そして、なぜおばあさんがいな

いのだろうと疑問に思いました。なぜ店は若

い人ばかり雇うのだろうとも思いました。若

くなくてもまだまだ働ける人はたくさんいます。

若い人に比べて経験も豊富でしょう。

　私のおばあちゃんは毎朝近くの友人とウォー

キングをするほど元気があります。以前私が

おばあちゃんに「また働いてみたい?」と聞く

と、笑って、「そりゃあ、できるなら」と話して

いました。しかしその後、「でもなかなかで

きないよねぇ」と言い、「雇ってくれる職場が

あればねぇ。どんどん働くんだけどねぇ」と言

いました。なぜ、働くお年寄りの数が少ない

のか?　お店がお年寄りを雇わないこともあ

ると思いますが、そもそもお年寄りがあまり面

接を受けに行かないからです。そこでまた疑

問がわきました。なぜ面接を受けに行かない

のか、ということです。その理由は、ファースト

フード店で働くのは若い子という先入観が社

会一般にあるからだと思います。お年寄りの

中には、自分が足を引っ張るかもしれないと

いう不安を持っている人もいるかもしれません。

しかし何より、その先入観が、お年寄りの社

会復帰の妨げになっているのではないでしょ

うか?

　今日本で、「無給無年金」の期間がある人

が増えているという問題があります。会社を

退職してから年金をもらうまでに「空白」の期

間があるということです。一般的に会社を退

職するのは55歳です。ところが年金をもらえ

るのは、60歳を過ぎてから。この5年間の空

白の時間、退職された方に収入はありません。

収入がないと趣味に没頭できないどころか、

生活すらままなりません。では働くか、となっ

ても働きやすい環境が整っていません。アル

バイト先の職場は若い人で溢れています。ま

だ学校に通っている人もいます。そんな中で

改めて新しい環境になじむのは大変です。リ

タイヤしたけど、もう一度働きたい ! と思う人

と仕事をつなぐ窓口が必要です。

　以前ある大学教授が、こんなことを言っ

ていました。「学生は時間が大切。バイトを

するよりも、その分の時間を勉強に使うべき。

一時的にお金を稼ぐよりも、資格をとったり

するほうが、生涯賃金は遥かに多い」。私は

この言葉に衝撃を受けました。私はアルバイ

トをしている高校生、大学生に理由もなく憧

れていました。「アルバイト」という言葉の響
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きをとてもかっこ良く感じていたのです。私の

学校はアルバイトが禁止されているので、「じ

ゃあ大学に入ったら……」と計画までしていま

した。しかし、この大学教授の発言からアル

バイトに対する見方が変わりました。逆にア

ルバイトする学生の方々は随分時間を無駄に

しているのではと思うようになりました。

　確かに、自分でお金を稼ぐという経験は

学校では体験できません。アルバイトを通し

て人との接し方や、お金の大切さも分かると

思います。でも、勉強に専念できる時期は学

生の時だけです。学ぶ時期に、しっかり学

ぶ。社会に出たら嫌でも働かなくてはならな

いのだから、勉強できる時にしておくべきです。

今は力をため込む時期です。

　しかし現状は違います。某ファーストフー

ド店、レストラン、スーパーマーケット、レン

タルビデオ店……。どの店にもアルバイトの

学生店員がいます。学費を稼ぐ、生活費を

稼ぐ人ももちろんいるでしょうが、大半が小遣

い稼ぎを目的にしているのではないでしょう

か。一時的な収入増と、生涯を通じた収入

増、どちらが良いかは一目瞭然です。では、

学生の皆さん、その「席」をお年寄りに譲っ

てみませんか。

　そこで提案です。より多くのお年寄りが働

けるように、55歳以上の方限定の派遣会社

を作ってはどうでしょうか。会社は退職したけ

ど、まだまだ働きたい方を集めて、要望を聞

き、その人に合った仕事場を提供するのです。

　しかしこれでは、一般的な派遣会社と同じ

です。そこで、同じ仕事場になるべく多くの

55歳以上の方を派遣し、気兼ねなく仕事で

きる環境を整えたいと思います。若い人がい

るとどうしても仕事がそちらにまわったり、体

力的な部分で引け目を感じてしまう方もいら

っしゃると思います。私のおばあちゃんも同じ

ようなことを言っていました。同じ年代の人が

いると安心して、新しく物事に取り組むことに

自信が付きます。私も今のクラブに入った頃

は、同じ学年の子がおらず、心細い思いをし

ました。それでも、後から同学年の子が次々

と入って来てくれたので、以前よりも楽しくな

りました。楽しく仕事をするためにも環境づく

りは大切です。

　少子高齢化社会が叫ばれている中、今の

日本を元気にするには、私たち若者の力だけ

では足りません。日本にはパワーを持て余し

ているお年寄りがたくさんいます。私は将来、

そんな方たちに仕事を紹介する会社を作りた

いです。そして入るお店入るお店が、おばあ

さん、おじいさんの無料の笑顔で溢れるよう

にしたいです。

　2025年、私は30歳。私の母は59歳。お

ばあちゃんは85歳になります。元気なおじい

さん、おばあさんを集めて表舞台に復活して

もらい、年齢にとらわれない社会にしたいです。

　大阪府知事の橋下さんは「子どもが笑う
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大阪」を目指しています。子どもは橋下さん

にお任せするので、私は、「お年寄りが笑う

日本」を目指します。
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